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教育方法の原理
一 「道徳」の指導原理と情報教育及び情報機器の活用をふまえて一
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学習方法と教科









教科は、 もともと仕切 り、部門、専門を意味す る ドイツ語Fachであ り、 さらに専門学科
Fachwissenschaftの専門に相当し科学の意味合いを含むものであると考えられる。 しかしこのこ
とは、科学及び文化そのものが教科であるとい うことを意味するものではない。すなわち、教科













実や新 しい概念や知識の獲得の過程でもある。新 しい事実や新 しい概念や知識を効果的に正確に
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また、このことは 「道徳」の時間においてはさらに複雑な問題 として顕れるのである。すなわ
ち、道徳を教えるということは、教師自らが何を教えるのかについての明確な自覚とそのことに



















るとい う姿勢が評価 されるとい うことである。そのことが、先に述べた教師の自覚である。また、
どのように教えるかについては、すべての児童及び生徒のそれぞれについて道徳判断をよく観察










る。 しか しながら、ソクラテス曰く、何が善であるのかについては人間は全 く無知である。 しか
しながら、現実においては人間は兎にも角にもまた不断にも当面の判断を下さなければならない。
そこに、教師の援助が必要 となるのであるが、 しか しその教師自身も絶対の答えを知 り得るはず










取 り上げるべき事柄が例示 されている。具体的には、「第 5章 道徳の時間の指導」「第4節 道
徳の時間の指導における配慮 とその充実」「5 情報モラルの問題に留意 した指導 (1)情報モラ
ル と道徳の内容」において、次のように記 されている。「情報モラル とは情報社会で適正な活動を





いなど他者への思いや りや礼儀の問題及び友人関係の問題、情報を生かす ときの法やきま りの遵
守に伴 う問題など、多岐にわたっている。」9すなわち、他者への思いや りの気持ちを持つことや、
ルールを守ることの大切 さとい う道徳的な価値は、情報モラルを扱 うときにおいても同様のこと
である。携帯電話による対人関係の問題や、人 と人 との行き違いや言葉のすれ違いとい う本質的
な問題 も、携帯電話を用いないコミュニケーションの場合 とこれまた同様である。 したがって、
携帯電話の存在を無視するのではなく、そのような問題が携帯電話やインターネットを通 しても
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確にさせるべく指導することである。言わば、発見の方法であり、自らが出会 うあらゆる事項を
自らの考えのなかに取 り込ませ単純化 させ認知をすすめていくのである。そ して、問題の意義や
構造を何かに依存 して分析 させるのではなく、証明に先立って把握 させるのである。直観の方法
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